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福岡大学病院の理念 
 

 あたたかい医療  

 
福岡大学病院の基本方針 

 
社会のニーズに応える患者中心の医療の提供 

高度先進医療の指導的病院 

地域に開かれた中核的医療センター 

社会に必要とされる優れた医療人の育成 

健康のための情報発信基地 
 
 

福岡大学病院綱領 

 

1. 患者の権利と尊厳を尊重し、高い倫理観、使命感を備え優しい心を持った医療人
による誠実で責任ある医療を提供します。 

 
2. 高度先進医療を提供する大学病院として最新の医療技術を導入し、個々の患者に
応じた最善の医療を提供します。 

 
3. 全人的医療を目指して全職種が協働し、患者を中心とした満足度の高い診療に
取り組みます。 

 
4. 地域住民との絆、地域医療機関との連携を大切にし、医療・健康に関する情報の
発信を通して医療水準の向上に努めます。 

 
5. 臨床研究・高度技術の開発など、大学病院として先端的研究に取り組み、世界の
医療や医学の発展に貢献する人材の育成を図ります。 



 

患者さんの権利について 
 

 

医療は医療者と患者さんとの信頼関係で成り立っています。福岡大学病院

では、信頼され安心して受診していただける病院を実現するため、患者さん

の基本的な権利を明確にしてこれを職員一同が認識します。 
 
 

患者さんには常に人間としての尊厳と、差別のない安全で最善の医療を受ける権利が
あります。 
 
患者さんには病院を自由に選択し、変更する権利があります。また、患者さんには、
自己の費用負担の下にセカンドオピニオンを求める権利があります。 
 
患者さんは検査や治療について、その目的、もたらされる結果などについて十分説明
を受け、納得の上で選択あるいは拒否する権利があります。 
 
患者さんは自分自身に関する情報を開示され、自己の健康状態について十分な情報を
得る権利があります。 
 
患者さんは医療上得られた個人の情報やプライバシーが守られる権利があります。 

 



病院年報の発行にあたって 
 
 

病院長 三浦 伸一郎 

令和５年度の病院年報が完成しました。福岡大学病院の概要や各診療部、センターの 1年間の活動状
況が網羅されていますのでご活用ください。 
 
福岡大学病院は令和５年８月に開院 50 周年を迎えました。これまで多くのご支援を賜り、心より感
謝申し上げます。 
さて、３年余り続いた新型コロナウイルス感染症は、令和５年５月８日から感染法上の位置づけが

変更され「５類」に引き下げられました。それにより今までのような緊急事態宣言による行動制限など
の措置はなくなり、少しずつコロナ禍前の生活に戻ってきています。当院では引き続きマスクの着用、
手指衛生を続けており感染対策を徹底しています。 
令和３年 10 月に着工した病院新本館（仮称）は新型コロナウイルス感染症での経験を病院作りに活
かしています。新興感染症への対策として、感染症患者に対応できるよう随所に陰圧切り替えが可能な
病室を配置し、その他にも大学病院としての役割を果たせるよう対策を講じています。病院新本館（仮
称）の開院は令和６年５月を予定しており、完成を心待ちにしています。 
 
患者動向（図 1、2） 
外来取扱患者数は延 326,731 人（前年度比 100.15％、474 人増）と微増しました。再診患者数が 305,069
人（前年度比 100.56%、1,684 人増）、新たに当院を受診した患者数は 16,262 人（前年度比 94.88%、878
人減）となり、新来初診患者数は減少したものの、外来化学療法患者数の増加により再診患者数を含め
た全体的な外来患者の増加につながりました。また、入院取扱患者数は 230,033 人（前年度比 102.73％、
6,111 人増）、病床稼働率 80.9％と前年を上回る結果となり、新入院患者数も 17,458 人（前年度比 102.3%、
394 人増）と上回りました。令和５年５月から新型コロナウイルス感染症が５類に移行されたことを受
け、新入院患者数、取扱患者数および手術件数（8,803 件）が増加し、病床稼働率も上昇しました。 



診療収入の状況（図 3） 
 外来化学療法患者数などの増加により、外来総診療単価は上昇しております。また、入院総診療単価
も令和 5年度はやや低下しましたが、ここ数年は伸びています。しかし、これらの傾向は、薬物費や医
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療材料費の高騰に寄与する部分が多く、収入超過（経常収支）を達成するためには、更なる入院患者数
の増加を目指した対策を立てることが急務となっています。 

令和 6年 4月からは医師の働き方改革が施行されます。医療安全にも配慮しながら労働時間の管理に
取り組んでまいります。特定機能病院として、高度な質の高い安心安全な医療を提供するとともに、災
害拠点病院として地域医療をしっかりと支えられるよう邁進してまいりますので、今後もご支援をよろ
しくお願いいたします。 
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